
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

1
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
持
続
可
能
性
一

直
　
田
　
春

・
」

1

一
、
は
じ
め
に

　
い
ま
、
な
ぜ
“
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
”
を
問
題
に
す
る
の
か
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
人
工
の
都
市
で
あ
る
。
長
い
歴
史
の
経
過
が
自
然
に
ま
ち
を

つ
く
っ
て
き
た
都
市
と
は
異
な
り
、
人
々
や
時
代
の
「
思
い
」
と
い
う
も
の
を
形

に
し
て
つ
く
ら
れ
た
都
市
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
住
み
、
暮
ら
し
、
働
き
、
活
動
す

る
と
い
う
未
来
へ
の
夢
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
造
物
や
公
園
、
緑
、
風

光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
心
の
働
き
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
で
あ
る
な

ら
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
都
市
は
、
「
夢
」
や
「
思
い
」
を
羅
針
盤
に
し
て
、

よ
り
よ
い
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
と
ら
え
る
と
、
つ
く
ら
れ
た
当
時
は

「
未
来
都
市
」
で
あ
っ
た
ま
ち
を
、
今
、
明
日
と
い
う
「
未
来
」
に
む
か
っ
て
ま

ち
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
居
住
に
特
立
し
て
い
る
と
は
い
え
、
現
代
日
本
が
直
面
す
る

課
題
を
先
行
し
て
経
験
し
つ
つ
あ
る
ま
ち
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
小
子
高
齢
化
の

ま
っ
た
だ
中
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
ま
ち
の
再
生
に
多
様
な
主
体
が

自
発
的
に
連
携
を
と
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
、
な
か
で
も
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
が
地
域
再
生
に
大
き
な
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
実
が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
課
題
と
解
決
の
方
向
は
、
全
国
の
都
市
の
今
後
の
進
み

方
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
“
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
”
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
目
前
に
し
た
一

九
五
〇
年
代
以
降
に
開
発
さ
れ
た
相
当
な
人
口
規
模
（
三
万
人
以
上
程
度
）
の
ま

と
ま
っ
た
区
域
を
な
す
住
宅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
、
と
さ
し
あ
た
っ
て
定
義
し
て

お
こ
う
（
福
原
正
弘
の
定
義
に
よ
る
）
。

　
こ
こ
で
、
本
論
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
考
え
る
際
の
立
脚
点
お
よ
び
視
点
を
以
下

に
三
つ
整
理
し
て
お
く
。

　
①
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
あ
る
種
の
理
念
・
理
想
を
実
現
す
べ
く
造
築
さ
れ
た

　
　
都
市
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
土
地
利
用
、
地
区
割
り
、
建
物
デ
ザ
イ
ン
だ
け

　
　
で
な
く
、
都
市
の
運
営
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果

　
　
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
高
密
化
す
る
大
都
市
の
住
居
の
受
け
皿
と
し
て

　
　
の
「
本
来
的
」
機
能
を
超
え
て
、
あ
る
種
の
「
夢
」
を
刻
印
さ
れ
て
き
た
。



ニュータウンのまちづくり　　2

（
1
）
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
流
れ

　
表
1
は
、
戦
後
の
人
口
の
都
市
集
中
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
戦
後
復
興
の
過
程

で
一
貫
し
て
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
行
政
区
単
位
で
の

「
市
」
の
人
口
比
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
影
響
で
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
五
年

に
か
け
て
急
増
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
七
〇
年
頃

ま
で
急
激
に
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん
だ
。
よ
り
実
質
的
な
都
市
部
の
拡
大
を

見
る
た
め
、
人
口
密
集
地
域
で
あ
る
国
勢
調
査
の
一
）
日
（
】
）
o
蕊
。
ぞ
冒
訂
甑
一
〇
ら
）
ギ

巳
9
）
人
口
で
み
る
と
、
こ
の
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
以
降
八
○
年

に
か
け
て
の
増
加
が
目
立
つ
。

、

都
市
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
そ
の
「
夢
」
は
現
在
も
有
効
で
あ
る
の
か
。

②
日
本
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、
自
立
し
た
都
市
を
め
ざ
し
た
ハ
ワ
ー
ド
の
理

　
念
と
は
裏
腹
に
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
み
機
能
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し

　
て
住
民
も
そ
の
こ
と
に
馴
致
さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

　
今
日
の
自
縄
自
縛
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

③
当
初
住
民
の
均
一
性
は
、
住
宅
の
賃
借
・
購
入
を
は
じ
め
毎
日
の
生
活
が

　
「
消
費
」
（
裏
返
し
と
し
て
給
与
を
得
る
た
め
に
会
社
で
働
く
こ
と
）
を
柱
と

　
し
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
源
を
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
内
田
隆

　
三
に
よ
る
）
、
現
代
の
生
活
は
消
費
の
枠
か
ら
大
き
く
は
み
出
し
、
多
様
性

　
の
海
の
ま
っ
た
だ
中
に
浮
か
ん
で
い
る
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
が
「
消
費
」

　
を
相
対
化
し
得
た
と
き
か
ら
、
「
共
同
性
」
を
獲
得
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

　
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

表1都市部人口の推移（全国）および世帯あたり住宅数の推移（全国）

市部人口比（％） DID人口比（％） 世帯あたり住宅数

1945年（昭和20年） 27．8 一 1948年（昭和23年） 0．90

1950年（昭和25年） 37．3 一 1958年（昭和33年） 0．96

1955年（昭和30年） 56．1
一 1963年（昭和38年） 0．97

1960年（昭和35年） 63．3 43．7 1968年（昭和43年） 1．01

1965年（昭和40年） 67．9 48．1 1973年（昭和48年） 1．05

1970年（昭和45年） 72．1 53．5 1978年（昭和53年） LO8

1975年（昭和50年） 75．9 57．0

1980年（昭和55年） 76．2 59．7

1985年（昭和60年） 76．7 60．1

1990年（平成2年） 77．4 63．2

1995年（平成7年） 78．1 64．7

2000年（平成12年） 78．7 65．2

出典：国勢調査、住宅統計調査、（総務省HP）より加工

注）DIDは1960年の国勢調査で初めて定義された。
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こ
の
時
期
の
人
口
増
は
、
わ
が
国
の
産
業
復
興
と
高
度
成
長
過
程
で
、
農
村
部

か
ら
都
市
部
へ
の
労
働
人
口
の
流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
↓
九
五
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
前
半
ま
で
は
住
宅
数
が
世
帯
数
を
下
回
り
、
住
宅
難
の
時
代
で
あ

り
、
特
に
都
市
部
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
応
策
と
し
て
と
ら

れ
た
の
が
公
営
住
宅
団
地
の
建
設
で
あ
り
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
で
あ
っ
た
。
そ

の
推
進
の
中
核
と
し
て
、
一
九
五
五
年
に
日
本
住
宅
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
）

が
設
立
さ
れ
、
金
岡
団
地
（
↓
九
五
六
）
、
香
里
団
地
（
一
九
五
八
）
、
池
田
五
月

ヶ
丘
（
一
九
五
九
）
団
地
等
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
団
地
は
、
五
階
建
て

で
階
段
室
の
両
側
に
住
戸
を
配
置
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
く
、
内
風
呂
も
無
い

住
戸
も
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
全
戸
南
向
き
で
、
同
じ
よ
う
な
棟
が
建
ち
並
ぶ
独
特
の
風

景
を
形
成
し
た
。
と
に
か
く
戸
数
を
多
く
提
供
し
、
大
都
市
部
の
住
宅
難
を
解
消

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
住
宅
政
策
の
柱
と
し
て

大
阪
市
の
北
方
の
千
里
丘
陵
（
吹
田
市
、
豊
中
市
）
に
一
、
一
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
規
模
団
地
を
開
発
す
る
計
画
を
一
九
五
三
年
に
決
定
し
、
一
九
六
一
年
造
成

の
事
業
化
に
入
っ
た
（
入
居
開
始
は
一
九
六
二
年
）
。
当
初
は
都
市
計
画
法
上
の

コ
団
地
住
宅
施
設
経
営
」
を
適
用
し
た
が
、
一
九
六
三
年
か
ら
は
、
新
た
に
施

行
さ
れ
た
「
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
」
が
適
用
さ
れ
た
。
後
者
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
か
ら
、
住
宅
に
関
連
す
る
施
設
以
外
を
排
除
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
後
に
ひ
と

つ
の
障
壁
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
↓
九
六
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
一
次
大
阪
府

地
方
計
画
」
に
お
い
て
、
堺
・
泉
北
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
、
十
大
蒜
射
三
大
環

状
道
路
の
建
設
と
と
も
に
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
当
時

の
目
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
さ
れ
た
（
山
地
に
よ
る
）
。

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
わ
が
国
で
例
の
な
い
大
規
模
住
宅
団
地
開
発
で
あ

り
、
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
事
例
を
参
考
に
し
、
ま
た
学
会
や
大
学
に
研
究
を

委
託
し
提
案
を
求
め
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
新
た
な
住
宅
都
市
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
関
係
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
で
実
現
し
た
「
田
園
都
市
」
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
あ
る
意
味
で
引
き
継
い
だ
も
の
と
い
え
る
。

（
2
）
田
園
都
市
の
系
譜

　
「
田
園
都
市
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ベ
ネ
ザ
i
・
ハ
ワ
ー
ド

が
、
『
明
日
の
田
園
都
市
（
一
九
〇
二
）
O
＞
閃
∪
国
Z
∩
自
国
。
。
面
出
。
－
竃
。
目
。
≦
』

（
最
初
は
一
九
九
八
年
刊
の
『
明
日
』
）
を
上
梓
し
た
と
き
に
始
ま
る
と
言
わ
れ

る
。
ハ
ワ
ー
ド
は
、
住
環
境
の
極
度
に
悪
化
し
た
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
、
郊
外
に
新

し
い
町
を
つ
く
る
と
い
う
構
想
を
上
記
の
図
書
で
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
行

ま
で
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
は
、
産
業
革
命
に
よ
る
繁
栄
と
裏
腹
に
、
未
熟
練
労
働
者
の

流
入
に
よ
る
過
密
な
人
口
、
煤
煙
に
よ
る
公
害
、
下
水
道
の
不
備
に
よ
る
公
衆
衛

生
上
の
問
題
等
を
か
か
え
た
都
市
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
は
こ
う
し
た
都
市
の
マ

イ
ナ
ス
面
を
郊
外
に
居
住
す
る
こ
と
で
回
避
し
つ
つ
も
、
都
市
の
持
つ
活
力
を
享

受
で
き
る
町
を
つ
く
る
こ
と
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
ワ
ー
ド
の
考
え
た
新
し
い
町
は
、
要
約
す
れ
ば
、
①
人
口
数
遍
程
度
の
限
定

さ
れ
た
規
模
の
、
自
立
し
た
職
住
近
接
型
の
郊
外
都
市
、
②
住
宅
は
公
園
や
森
に

囲
ま
れ
、
外
延
部
は
農
地
で
あ
る
、
③
煮
豆
か
な
者
や
貧
し
い
者
な
ど
、
多
様
な
家

庭
の
た
め
の
賃
貸
住
宅
が
あ
り
、
そ
の
賃
貸
は
田
園
都
市
を
運
営
す
る
土
地
会
社

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
④
地
代
は
、
住
民
た
ち
自
身
が
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
を

す
す
め
る
た
め
に
投
資
さ
れ
る
、
⑤
住
民
に
よ
る
自
律
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
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を
め
ざ
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ハ
ワ
ー
ド
の
特
異
な
点
は
、
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
じ
み
た
構
想
を
実
現
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
、
ハ
ワ
ー
ド
等
は
「
第
一
田
園
都
市
株
式
会
社

（
コ
『
。
。
一
〇
母
ユ
窪
Ω
蔓
∩
o
河
霧
塁
）
」
を
資
金
集
め
の
苦
労
を
重
ね
三
〇
万
ポ
ン
ド

の
資
本
金
で
設
立
し
、
ロ
ン
ド
ン
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
中
間
で
町
の
建
設
を
始
め

た
。
こ
れ
が
い
ま
で
も
世
界
の
田
園
都
市
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
、
レ
ッ
チ

ワ
ー
ス
田
園
都
市
（
冨
8
7
≦
o
島
O
日
α
9
。
ξ
）
で
あ
る
。

　
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
特
に
重
要
な
の
は
、
空
間
的
な
都
市

計
画
の
周
到
さ
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
シ
カ
ケ
が
当
初
か
ら
組

み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
上
出
の
③
お
よ
び
④
）
。
実
は
、
ハ
ワ
ー
ド
の

『
明
日
の
田
園
都
市
』
は
第
二
章
か
ら
第
八
章
ま
で
が
都
市
経
営
の
記
述
に
費
や

さ
れ
て
い
る
。
歳
入
、
歳
出
の
緻
密
な
計
算
を
行
っ
て
い
る
他
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
経
営
体
）
の
役
割
、
商
店
な
ど
の
準
共
的
性
格
の
指
摘
、
慈

善
団
体
等
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
、
財
政
的
な
ブ
イ
ー
ジ
ビ
リ
テ
イ
ス

タ
デ
ィ
に
基
づ
い
た
現
実
味
あ
る
提
案
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
で
は
町
の
管
理
は
、
上
記
株
式
会
社

（
現
在
は
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
：
日
9
9
≦
o
善
顕
。
ユ
臼
σ
。
o
閏
。
巷
α
9
。
－

♂
昌
）
が
行
っ
て
い
る
。
財
政
に
関
し
て
具
体
的
に
は
土
地
は
す
べ
て
株
式
会
社

が
所
有
し
、
そ
の
借
地
の
上
に
各
人
が
住
宅
を
建
て
る
。
そ
の
地
代
を
町
の
公
共

的
運
営
に
充
当
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
開
発
利
益
の
公
共
還
元
と
言
い

換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
が
、
い
ろ
い
ろ
な
危
機
に
直
面
し
た

と
は
い
え
、
現
在
に
至
る
ま
で
き
わ
め
て
良
好
な
住
環
境
を
保
持
し
得
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
生
き
続
け
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
諸
元
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
北
東
約
五
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
キ
ン

グ
ス
ク
ロ
ス
駅
か
ら
鉄
道
で
約
四
〇
～
五
〇
分
。
面
積
は
一
、
七
四
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
住
宅
戸
数
一
二
、
五
七
〇
戸
、
人
口
約
三
二
、
○
○
○
人
で
あ
る
（
一
九
九

九
年
現
在
。
菊
池
に
よ
る
）
。
市
街
地
は
住
宅
地
、
商
業
地
、
工
業
地
か
ら
成
り

立
ち
、
市
街
地
の
周
辺
は
農
地
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
市
街
地
の
中
に
も
広
大
な
緑

地
や
並
木
道
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
住
宅
に

対
す
る
借
地
期
間
は
九
九
〇
年
。
借
地
人
に
対
し
て
は
借
地
契
約
で
、
土
地
所
有

者
に
対
し
て
は
管
理
規
則
に
よ
り
良
好
な
景
観
が
維
持
、
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
の
成
功
は
、
世
界
に
田
園
都
市
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
広
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
る
第
二
の
田
園
都
市
ウ
ェ
ル
ウ
ィ
ン
、
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ラ
ド
バ
ー
ン
な
ど
で
あ
る
。
ラ
ド
バ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
二

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
郊
外
の
約
四
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
が
、

当
時
最
新
の
ペ
リ
ー
の
「
近
隣
住
区
理
論
」
の
適
用
や
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
（
袋
小

路
）
方
式
と
い
う
歩
車
分
離
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
と
り
い
れ
た
こ
と
で
、
後
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
田
園
都
市
の
思
想
は
、
わ
が
国
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
の
か
。

（
3
）
郊
外
住
宅
の
変
容

　
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（
現
阪
急
電
鉄
）
が
『
住

宅
地
御
案
内
。
い
か
な
る
土
地
を
選
ぶ
べ
き
か
、
い
か
な
る
家
屋
に
住
む
べ
き

か
』
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
沿
線
で
自
ら
経
営
す
る
池
田
室
町
住
宅

（｝

繹
黶
Z
年
（
明
治
四
三
年
）
分
譲
開
始
）
で
の
郊
外
生
活
を
提
案
し
た
。
郊

外
生
活
の
必
要
性
は
、
上
記
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
美
し
き
水
の
都
は
昔

の
夢
と
消
え
て
、
空
暗
き
煙
の
都
に
住
む
不
幸
な
る
我
が
大
阪
市
民
諸
君
よ
！
」
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と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
産
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
大
阪
市
内
の
劣
悪
な
住

環
境
を
逃
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
郊
外
住
宅
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
関
西

で
は
、
一
九
＝
年
（
明
治
四
四
年
）
箕
面
桜
井
住
宅
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一

一
年
）
千
里
山
住
宅
、
一
九
二
四
年
目
大
正
＝
二
年
）
神
戸
文
化
村
住
宅
、
一
九

三
一
年
（
昭
和
六
年
）
大
美
野
田
園
都
市
な
ど
の
郊
外
住
宅
が
あ
る
。

　
一
方
、
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
や
ラ
ド
バ
ー
ン
を
視
察
し
た
渋
沢
栄
一
の
三
男
渋
沢
秀

雄
は
、
田
園
都
市
株
式
会
社
の
役
員
と
し
て
一
九
二
一
二
年
（
大
正
一
二
年
）
東
京

郊
外
に
田
園
調
布
を
分
譲
し
た
。
町
の
骨
格
と
し
て
同
心
円
と
放
射
状
を
組
み
合

わ
せ
た
道
路
形
態
を
取
り
入
れ
、
道
路
率
一
八
％
等
公
共
用
地
を
広
く
と
っ
た
良

好
な
住
宅
地
と
し
、
新
中
間
層
を
呼
び
込
ん
だ
。
ま
た
、
美
し
い
町
並
み
を
後
生

ま
で
伝
え
る
た
め
分
譲
開
始
と
同
時
に
家
の
建
て
方
の
ル
ー
ル
を
呼
び
か
け
て
い

る
。　

大
阪
の
千
里
山
住
宅
は
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
を
明
確
に
意
識
し
た
民
間
の
大
阪
住
宅

経
営
株
式
会
社
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
社
の
設
立
主
目
的
に
は
「
住
宅
を
建

築
し
こ
れ
を
賃
貸
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
定
款
に
は
株
主
へ
の
配
当
は
「
年
六
朱

（
％
）
を
超
ゆ
る
こ
と
を
得
ず
」
と
し
て
い
る
。
賃
貸
や
配
当
の
制
限
は
レ
ッ
チ

ワ
ー
ス
の
経
営
と
同
様
で
あ
り
、
住
宅
地
開
発
の
公
共
性
を
強
く
意
識
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
か
、
会
社
の
経
営
は
順
当
で
は
な
く
、
一
九
二
八
年

（
昭
和
三
年
）
に
解
散
し
、
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
に
吸
収
さ
れ
た
。

　
こ
の
千
里
山
住
宅
地
の
北
側
に
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
建
設
さ
れ
る
の
は
約

四
〇
年
後
の
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
で
あ
る
。

三
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

（
1
）
郊
外
住
宅
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ

　
冒
頭
に
示
し
た
急
激
な
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
期
に
は
、
民
間
開
発
だ
け
で
は

住
宅
の
不
足
が
解
消
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
階
層
向
け
の
比
較
的
低
廉
な

家
賃
で
入
居
で
き
る
住
宅
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
広

大
な
住
宅
地
が
必
要
と
さ
れ
、
全
国
各
地
で
住
宅
団
地
が
、
次
で
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
表
2
に
主
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
示
し
た
が
、
大
部

分
は
、
ま
た
大
規
模
な
も
の
は
首
都
圏
、
京
阪
神
圏
、
名
古
屋
圏
に
位
置
す
る
。

　
日
本
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
長
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ

表2　日本の主なニュータウン

事業年 人口

千葉ニュータウン（千葉県） 1966～ 150，000人＊

多摩ニュータウン（東京都） 1971～ 200，000人

港北ニュータウン（神奈川県） 1983～ 130，000人

高蔵寺ニュータウン（愛知県） 1968～ 48，800人

洛西ニュータウン（京都府） 1976～ 28，600人

千里ニュータウン（大阪府） 1962～ 89，000人

泉北ニュータウン（大阪府） 1967～ 142，000人

西神ニュータウン（兵庫県） 1971～ 105，000人＊

神戸三田国際公園都市［北摂
O田ニュータウン］（兵庫県）

1971～ 56，500人

注）人口は計画（＊）あるいは現状。

　　各事業者HP等より筆者作成。



6ニュータウンのまちづくり

ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
構
想
は
、
単
な
る
居
住
専
用
空
間
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、

住
宅
と
田
園
と
工
場
な
ど
働
く
場
と
の
結
合
が
目
論
ま
れ
た
が
、
現
実
と
し
て
は

イ
ギ
リ
ス
で
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
菊
池
に
よ
る
と
、
レ
ッ
チ

ワ
ー
ス
で
も
一
九
九
一
年
時
点
で
の
市
内
被
雇
用
者
の
約
七
〇
％
が
他
都
市
へ
の

通
勤
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
職
住
近
接
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
な
か
な
か
実
現
困

表3住他種類別現況戸数（泉北ニュータウンとの比較）

千里ニュータウン 泉北ニュータウン

公的賃貸 24，097戸（・58。2％） 31，206戸（54．9％）

住宅

ﾀ貸
給与住宅 4，337戸（10．5％） 812戸（L4％）

賃貸住宅等計 28，434戸（68．7％） 34，910戸（61．5％）
集
合
住
宅

公的分譲 3，304戸（8．0％） 6，270戸（ll．0％）

分譲

Z宅
民間分譲、コーポ住宅 3，620戸（8．7％） 3，178戸（5．6％）

分譲住宅計 6，924戸（16．7％） 9．448戸（16，6％）

集合住宅計 35，358戸（85．5％） 42，912戸（755％）

戸建て住宅等計 6，016戸（145％） 13，895戸（245％）

合　　計 41，374戸（100．0％） 56，807戸（100．0％〉

難
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
2
）
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
過
程
は
、
片
寄
、
山
地
に
詳
し
い
の
で
省

略
す
る
が
、
わ
が
国
初
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
と
い
う
こ
と
で
取
り
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
二
つ
の
手
法
に
つ
い
て
指
摘

出典　「千里ニュータウン（豊中市域）の現況」（2002年10月、豊中市〉

　　　「泉北ニュータウンの再生に向けた調査研究業務報告書」（2002年12月、堺市）

＼
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哩

“
，

，
‘
　
些

図1千里ニュータウンの地域ブロック

図2　据え付け式簡易内風呂（ホ
　　　クサンバスオール）
注）吹田市立博物館「千里ニュータウ

　　ン展」における展示（筆者撮影〉

し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
近
隣
住

区
理
論
に
基
づ
く
住
区
の
構
成
で
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
一
二
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
学
校
お
よ

び
商
店
や
医
院
な
ど
の
入
居
す
る
近

隣
セ
ン
タ
ー
を
置
く
方
式
で
あ
る

（
図
！
）
。
い
ま
一
つ
は
、
公
的
賃
貸

の
集
合
住
宅
が
主
流
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
（
表
3
）
。
公
共
用
地
比
率
も

約
四
四
％
と
極
め
て
高
い
。

　
前
者
は
、
通
過
自
動
車
交
通
を
な

く
す
道
路
配
置
と
と
も
に
人
口
約
一

万
人
の
自
立
し
た
生
活
圏
域
を
構
成

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者

は
、
公
営
賃
貸
住
宅
を
多
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
比
較
的
低
所
得
層
に
も

配
慮
し
た
の
で
あ
る
。

　
公
的
賃
貸
住
宅
の
初
期
の
も
の
に
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は
内
風
呂
が
無
く
、
当
初
は
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
銭
湯
を
利
用
し
て
い
た
が
、
し
だ

い
に
図
2
の
よ
う
な
簡
易
型
内
風
呂
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
は
、
風

呂
部
分
の
造
築
も
進
み
、
こ
う
い
う
も
の
は
見
あ
た
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

四
、

曲
が
り
角
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
（
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
通
し
て
考
え
る
）

（
1
）
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

2

ノ▲2

14。漸，5

91

　　　　1103 　　　　　149
@124
P19

7．1

’．”

　
7
．
2
▲

8．

U1

8．3

響　　■

Q．8 3．5

4．7

@　1 @1 」　　　　　　　　　　　　　圏

30

@
　
2
5

ま

翠

恒

20

15

10

　5

0

2000 2005199519901985198019751970

一◆一千里NT ＋大阪府 ＋全国
図3　高齢化率の推移（千里ニュータウン・大阪府・全国）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国勢調査

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
一
九
六
二
年

（
昭
和
三
七
年
）
の

ま
ち
び
ら
き
以
来
四

五
年
近
く
が
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
年
月

の
経
過
に
と
も
な
っ

て
、
二
つ
の
大
き
な

問
題
が
顕
在
化
し
て

き
て
い
る
。
一
つ
は

少
子
高
齢
化
の
波
が

際
だ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
図
3

の
高
齢
化
率
の
推
移

か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
高
い
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
実
は
オ
ー
ル

ド
タ
ウ
ン
な
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
集
合
住
宅
の
耐
用
年
数
が
迫
っ
て
き
て

お
り
、
建
替
え
問
題
が
噴
出
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
と
相
侯
っ
て
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
の
衰
退
、
自
家
用
車
の
増
加
に

よ
る
駐
車
問
題
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
り
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅

以
外
の
施
設
が
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
（
同
法
は
一
九
八
六
年
に
改
正

さ
れ
、
研
究
施
設
な
ど
の
特
定
業
務
施
設
の
導
入
が
可
能
と
な
っ
た
）
、
都
市
は

年
月
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い

う
都
市
が
社
会
の
こ
i
ズ
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
固
定
化
し
て
き
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
良
好
な
住
環
境
や
大
き
く
育
っ
た
緑
の
中
の
ま
ち
、
交
通
の
便
が
よ

く
、
周
辺
部
に
立
地
す
る
大
学
や
研
究
機
関
の
存
在
な
ど
の
地
域
資
源
も
多
い
。

（
2
）
再
生
へ
の
試
行

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
課
題
は
、
住
民
、
行
政
、
事
業
者
等
に
幅
広
く
認
識
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
応
も
そ
れ
ぞ
れ
で
既
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
集
合
住
宅
の
建
替
問
題
は
、
現
入
居
者
が
継
続
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
こ
と
、
建
替
に
つ
い
て
住
民
の
合
意
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

で
あ
る
。
曲
心
中
市
域
の
新
千
里
西
町
に
あ
る
旧
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住

宅
K
l
A
団
地
で
は
、
建
替
実
行
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
粘
り
強
い
説
得
に
よ
り

全
員
合
意
に
よ
る
建
替
え
が
実
現
し
た
（
一
九
八
九
年
竣
工
）
。
約
一
五
〇
戸
の

旧
住
民
に
対
し
ほ
ぼ
同
数
の
戸
数
を
高
層
化
に
よ
っ
て
上
乗
せ
し
て
事
業
費
を
捻

出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
居
住
者
を
迎
え
、
子
ど
も
の
数
も
大
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き
く
増
え
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
も
は
か
ら
れ
た
。

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
へ
の
提
言
や
方
向
付
け
も
、
行
政
、
市
民
か
ら
多
数

出
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
構
想
1
7
つ
の
ま
ち
づ

く
り
提
案
」
（
二
〇
〇
一
年
、
豊
中
市
）
、
「
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
地
再
生
に

向
け
た
提
言
」
（
二
〇
〇
二
年
、
豊
中
市
）
、
「
市
民
が
考
え
・
発
信
す
る
千
里
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
ー
生
活
者
の
視
点
か
ら
一
」
（
二
〇
〇
二
年
、
千

里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
を
考
え
る
市
民
一
〇
〇
人
委
員
会
）
、
そ
れ
を
受
け
た

「
千
里
ニ
ュ
：
タ
ウ
ン
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
二
〇
〇
三
年
、
吹
田
市
）
、
「
千
里
中
央

地
区
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
二
〇
〇
三
年
、
千
里
中
央
地
区
再
整
備
推
進
委
員
会
）
、

「
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
（
良
好
な
住
環
境
を
つ
く
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）
」
（
二
〇
〇
四
年
、
吹
田
市
）
な
ど
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
住
民
、
地
域
の
N
P
O
も
加
わ
っ
た
「
千
里
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
再
生
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
（
大
阪
府
等
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
住
民
の
動
き
は
次
節
で
述
べ
る
。

五
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
的
資
源

　
（
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

（
1
）
住
民
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
抱
え
る
固
有
の
課
題
に
対
し
て
、
住
民
の
自
主
的
な
取
り
組

み
が
多
発
し
て
き
て
い
る
の
が
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
徴
で
あ
る
。
筆
者
ら

は
、
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年
度
に
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
〈
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
指

標
〉
を
提
案
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
活
動
、
N
P
O
等
の
調
査
を
行
い
、
多
く
の
活
動
が
生
ま
れ
、
連
携
し
て
い

る
姿
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
下
支
え
す

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
吹
田
市
と
豊
中
市
を
ま
た
が
っ
て
全
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
カ
バ
ー
し

て
ま
ち
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
市
民
組
織
「
千
里
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
あ
り
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
誰
に
で
も
開
か
れ
た
自
由
で
気
軽
な
情
報
交

換
・
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
「
北
千
里
地
域
交
流
研
究
会
（
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
）
」
が
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
空
き
店
舗
を
再
生
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う
「
ひ
が
し
ま
ち
街
角
広
場
」
が
あ
り
、
吹
田
市
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
『
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
展
』
の
企
画
か
ら
実
行
ま
で
を
担
っ
た
「
千

里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
展
市
民
実
行
委
員
会
」
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
住
み
替

え
等
住
宅
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
の
「
N
P
O
千
里
住
ま
い
の
学

校
」
、
「
N
P
O
千
里
す
ま
い
を
助
け
た
い
」
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ
げ

て
お
こ
う
。

　
　
（
イ
）
ひ
が
し
ま
ち
街
角
広
場

　
　
　
「
ひ
が
し
ま
ち
街
角
広
場
（
以
下
“
街
角
広
場
”
）
」
は
、
豊
中
市
の
新
千

　
　
里
東
町
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に

　
　
オ
ー
プ
ン
し
た
住
民
の
交
流
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
つ

　
　
も
近
所
の
お
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
き
て
談
笑
し
て
い
た
り
自
治
会
の
打
合
せ

　
　
を
し
た
り
し
て
い
る
。
小
学
校
の
退
け
時
に
は
小
学
生
が
水
を
飲
み
に
き
た

　
　
り
、
中
を
覗
い
た
り
す
る
。

　
　
　
運
営
は
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
。
ど

　
　
こ
か
ら
の
補
助
金
も
受
け
ず
に
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
へ
の
お
気
持
ち
代
（
一
〇

　
　
〇
円
）
と
イ
ベ
ン
ト
使
用
料
（
五
〇
〇
円
）
で
賃
借
料
他
を
賄
う
仕
組
み
を
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確
立
し
て
い
る
。
日
曜
以
外
の
午
前
＝
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
開
い
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
も
自
主
管
理
で
利
用
は
自
由
で
、
夜
間
も
団
体

の
会
議
等
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
開
設
満
五
年
を
迎
え
た
が
、
現
在
で
も
一
日
あ
た

り
三
〇
～
五
〇
人
が
や
っ
て
く
る
。
近
隣
の
高
齢
者
や
主
婦
が
町
に
出
て
く

る
き
っ
か
け
を
作
り
、
こ
こ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
た
り
交
流
を
深

め
た
り
す
る
日
常
的
な
「
場
“
サ
ロ
ン
」
と
な
っ
て
い
る
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
こ
こ
で
誰
彼
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
街
角
広
場
を
ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
住
民
ど
う
し

が
つ
な
が
り
、
新
し
い
活
動
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
竹
林
の
整
備
を
手
が

け
る
グ
ル
ー
プ
や
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
絵
は
が
き
を
作
る
グ
ル
ー
プ
が

生
ま
れ
た
。
市
民
活
動
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
ロ
）
北
千
里
地
域
交
流
研
究
会

　
「
北
千
里
地
域
交
流
研
究
会
」
は
、
毎
月
一
回
開
か
れ
て
い
る
自
由
参
加

の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
既
に
六
〇
回
以
上
も
続
い
て
い
る
。
阪
急

北
千
里
駅
前
の
専
門
店
会
が
主
宰
し
て
い
る
と
い
う
形
だ
が
、
商
業
者
、
地

域
住
民
、
公
民
館
長
、
行
政
職
員
、
議
員
、
N
P
O
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、
自

治
会
役
員
、
企
業
人
、
学
生
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
地
域
担
当
者
、
小
・
中

・
高
等
学
校
の
校
長
、
教
頭
、
教
員
な
ど
、
極
め
て
多
彩
で
あ
る
。
他
地
域

か
ら
の
参
加
も
多
い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
一
方
、
話
を
聞
き
つ
け
て
新
た

に
参
加
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
組
織
の
殻
を
は
ず
し
て
参
加
で
き
る
の

で
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
交
流
会
で
は
、
多
様
な
参
加
者
が
情
報
提
供
や
問
題
提
起
を
し
て
意

見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
異
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
協

力
し
合
っ
た
り
、
学
校
と
商
店
会
が
連
携
し
た
り
す
る
な
ど
の
効
果
も
し
ば

し
ば
生
ま
れ
て
い
る
。
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
互
の
「
信
頼
」
が
生
ま
れ
、
も
の
ご
と
を
前
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
「
ル
ー
ル
」
が
自
発
し
、
参
加
者
達
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
自
ず

と
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
担
い
手
も
、
多
層
の
活
動
に
関
わ
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
、
情
報
の
行
き
来
が
地
域
の
社
会
的
基
盤
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
ハ
）
吹
田
市
博
物
館
「
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
展
」
市
民
実
行
委
員
会

　
二
〇
〇
六
年
四
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
吹
田
市
立
博
物
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
『
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
展
』
は
、
企
画
、
資
料
収
集
、
運
営
に

至
る
ま
で
を
標
記
市
民
実
行
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　
市
民
企
画
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
三
〇
無
代
で
入
居
し
た
者
や
そ
の

子
ど
も
の
世
代
な
ど
が
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
暮
ら
し
の
体
験
を
ベ
ー

ス
に
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
の
状
況
を
再
現
し
、
住
民
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
り
方
を
示
唆
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
暮
ら
し
の
記
憶
は
細
部
に
わ
た
り
、
ま
た
時
代
を
象
徴
す
る
「
モ
ノ
」
を

収
集
展
示
し
た
。
】
例
を
挙
げ
れ
ば
、
図
2
に
示
し
た
「
据
え
付
け
型
簡
易

内
風
呂
」
で
あ
り
、
国
内
で
た
だ
一
つ
残
っ
て
い
た
も
の
を
企
業
の
協
力
で

展
示
し
、
大
き
な
反
響
を
得
た
。
ま
た
、
建
替
中
の
集
合
住
宅
の
一
室
を
サ

テ
ラ
イ
ト
展
示
と
し
て
公
開
す
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た
。
こ
の
結
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果
、
会
期
の
総
入
場
者
数
は
二
万
二
千
人
で
、
平
均
的
な
年
間
入
場
者
数
を

一
月
強
で
上
回
っ
た
。

　
こ
の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
千
里
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
や

ひ
が
し
ま
ち
街
角
広
場
の
常
連
な
ど
、
日
頃
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
イ
ン

フ
ラ
に
多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
市
民
が
自
発
的
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
構
図

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
博
物
館
の
展
覧
会
の
実
施
と
い
う
適
切
な

「
場
」
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
喚
起
し
、
市
民
参
画
の
動
き
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

（
2
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
住
民
活
動

　
地
域
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
が
充
分
な
厚
み
を
持
っ
て
地
域
社
会
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
パ

ッ
ト
ナ
ム
に
よ
れ
ば
「
人
々
の
協
調
行
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の

効
率
性
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
“
信
頼
”
、
“
規
範
”
、
“
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
と

い
っ
た
社
会
組
織
の
特
徴
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
、

住
民
の
課
題
に
対
す
る
自
発
的
行
動
、
グ
ル
ー
プ
や
組
織
あ
る
い
は
活
動
へ
の
参

加
、
公
共
的
出
来
事
へ
の
関
心
な
ど
を
支
え
る
、
社
会
に
お
け
る
個
人
や
グ
ル
ー

プ
の
豊
か
な
関
係
性
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
“
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
は
、
単
に
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
“
わ
た
し
”
と
い
う
意
識
が
“
わ
れ
わ
れ
”
と
い
う
意
識
へ
発
展
す
る

き
っ
か
け
で
あ
り
、
つ
な
が
り
は
自
ず
と
社
会
性
や
公
共
性
の
意
識
を
生
み
出
す

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
“
信

頼
”
は
、
人
々
の
間
に
安
心
感
を
も
た

ら
し
、
そ
の
結
果
自
発
的
な
協
力
関
係

が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
礎
と
な
る
社
会
的
な
信
頼
関

係
を
支
え
る
。
“
規
範
”
は
「
お
互
い

様
」
と
い
う
関
係
を
つ
く
り
、
共
感
に

も
と
つ
く
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
行
動
を
誘

発
す
る
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
基
盤
の

あ
る
所
で
活
動
を
行
う
と
、
活
動
が
信

頼
関
係
や
社
会
的
ル
ー
ル
に
則
っ
て
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
。
一
方
、
そ
う
し
た
活

動
の
推
進
は
、
新
た
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
社
会
的
規
範
（
た
と
え
ば
、
社

会
的
弱
者
に
対
す
る
共
感
）
を
生
み
出

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
基

盤
を
厚
く
す
る
。
そ
し
て
、
活
動
の
成

果
は
、
層
が
厚
く
な
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
支
え
に
よ
っ
て
さ
ら

に
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い

つ
た
好
循
環
を
生
み
出
す
（
図
4
）
。

　
上
に
挙
げ
た
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
ま
さ
し
く

、
、
一
l
l
I
l
l
l
l
l
l
，
ノ

一

●「ソーシャル・キャピタルjが

豊かになる
規範

⑤
爲

●市民の自発的な活動（ボラン

葵礪蜘PO・C蒔）が電

！
一
I
I
l
l
l
l
l
l
l
覧
、
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　　　　　　　　　　　図4　ソーシャル・キャピタルと市民活動の関係
　　　　　　　　内閣府国民生活局「ソーシャル・キャピタル」（2003）P56を加工
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そ
の
よ
う
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
直
田
に
よ
る
）
。

六
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）

　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ

な
ま
ち
、

（
1
）
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
の
問
い

　
本
稿
の
冒
頭
に
三
つ
の
視
点
を
示
し
た
。

①
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
「
夢
」
の
行
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ハ

ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
の
夢
は
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
に
お
い
て
頑
な
ま
で
に
継
承
さ
れ
た

こ
と
で
、
現
在
の
美
し
い
ま
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
伝
で
い
う
と
、
こ
れ

か
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
進
む
べ
き
方
向
を
考
え
る
際
に
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

計
画
し
つ
く
っ
た
人
の
夢
と
、
新
し
い
町
に
入
居
し
て
き
た
住
民
の
熱
い
思
い
を

原
点
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
田
園
都
市
の
夢
は
、
一
九
八
○
年
代
に
持
続
可
能
性
と
い
う
概
念
が
も
た
ら
さ

れ
た
と
き
、
た
と
え
ば
ピ
ー
タ
雪
隠
ル
ソ
ー
プ
の
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
今
後
の
あ
り
方
を
指
し
示

す
も
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
②
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
、
住
民
は
住
宅
地
と
し
て
の
環
境
を
変
え
る

こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
が
、
地
域
活
力
を
高
め
、
生
活
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
長
期
的
に
は
多
様
な
も
の
の
混
在
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
住
民
の
理
解
の
促
進
が
重
要

で
あ
る
。

　
③
は
、
公
共
性
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
発
生
に
つ
い
て
だ
が
、
千
里

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
市
民
活
動
の
観
察
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
生
成
の
循
環
は
、
「
街
角
広
場
」
や
「
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
な
ど
の
「
場
」
を
介
し
て
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
と
し
て
で
は
な
く
主
体
と
し
て
地

域
社
会
へ
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
検
討
結
果
を
ひ
と
こ
と
で
ま
と
め
る
と
、
住
民
の
活
動
が
生
み
出
し
た
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
基
盤
と
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
向
か
う
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
2
）
持
続
可
能
な
ま
ち
へ
の
条
件

　
こ
れ
ら
か
ら
、
地
域
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
が
重
要
と
な
る
。

　
　
ω
　
地
域
が
、
生
き
物
の
よ
う
に
内
発
的
な
更
新
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

　
　
　
つ
ま
り
、
変
化
に
対
し
て
外
部
の
力
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
解

　
　
　
決
を
考
え
、
実
行
し
て
い
く
地
域
力
を
蓄
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
連
携
・
協
働
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
②
　
常
に
新
し
い
人
が
現
れ
、
参
加
し
、
支
え
合
う
風
土
と
仕
組
み
が
求
め

　
　
　
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
の
形
が
適
切
に
混
在
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
に
よ
り
、
ま
ち
自
体
が
安
定
す
る
と
と
も
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
活
性
化

　
　
　
す
る
。

　
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
ま
ち
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み

を
内
包
し
た
ま
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
巨
大
な
ま
ち
で
は
な
く
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
ケ
ー
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
形
を
と
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
然
に
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課
題
に
対
応
で
き
る
住
民
の
動
き
こ
そ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

に
他
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
、
商
店
、
学
校
等
多
様

な
主
体
が
と
も
に
地
域
経
営
に
役
割
と
責
任
を
分
担
す
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
充
実
し
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ

ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
地
域
住
民
に
よ
る
タ
ウ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
が
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
・
実
施
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
場
や
組
織
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
つ
つ
あ
り
、
し
た
が
っ
て

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
ま
ち
に
最
も
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
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